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1

. 一

猫
逸
に
於
け
る
労
働
立
法
の
獲
達

中

丸

叶

一

醤
濁
逸

の
勢
働
立
法

戦
前
に
.於
け
る
畑御
逸

の
勢
働
法
制
を

一
貫
せ
る
精
神

は
、
企
業
者
の
優
勢
に
謝
し
て
夢
働
者
を
慈
善
的
恩
恵

的
に
保
護
す

る
ε
云
ふ
官
僚
的
肚
會
政
策
の
思
想
で
あ

っ
て
、
此

の
思
想
は
企
業
者

ε
勢
働
者
ε
の
利
盆
の
調

和
及
其
の
封
等
な
る
人
格
を
認

め
す
、
文
勢
働
者
に
射

し
て
は
政
治
的
甦
會
的
方
面
は
勿
論
、
脛
濟
的
方
面
に

第
十
七
巻
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三
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=
二
五
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雑

錨

蜀
逓
に
於
け
ろ
勢
働
立
法
の
獲
達

於
て
も
其
の
積
極
的
の
参
加
協
力
を
認
め
な
い
も
の
で

あ

っ
た
。
此
の
傾
向
は
保
険
法
制
に
於
て
も
、
労
働
保

護
立
法
に
於
て
も
、
文
勢
働
.協
…約
運
動

に
於
て
も
之
れ

を
窺
ふ
事
が
出
來
だ
の
で
あ
る
。

ラ一
勢
働
保
険

(〉
雪げの
国富
円く
①
孟
野
卑
⊆口
㈹
)

誉
凋
逸

の
吐

く會
政
策
中
最
も
人

の
注
目
に
笹
す
る
も
の
は
、

一
.八
八

三
年
か
ら

一
入
八
九
年

に
至
る
短
期
間
に
、
幾
萬
の
勢

働
者

の
爲
め
に
、
省
種
の
保
険
制
度
が
創
設
せ
ら
れ
た

ε
云
ふ
事
で
あ
る
。
抑

々
猫
逸
は

　
八
⊥
ハ
七
年
北
凋
逸

聯
邦
の
成
立
後
室
前
の
産
業
獲
展
時
代
に
入
り
、
商
工

業
の
急
激
な
膨
脹
獲
趣
を
見
た
が
、
其
の
反
面
に
於
て

は
、
種

々
の
弊
蜜
相
次
い
で
生
じ
、
勢
働
・問
題
は
藪
に

勃
興
し
、
砒
會
民
主
黛
は
漸
く
跳
梁
賑
属
す
る
に
至

っ

た
。
,弦
に
於
て
か
、
宰
相
ビ
ス
マ
ー
ク
は

一
方
肚
會
蕪

鎭
塵
法
を
制
定
し
て
脱
會
民
主
蕪
を
撰
滅
せ
ん
事
を
計

る
ε
同
時
に
、
他
方
恩
恵
主
義
慈
善
主
義
の
勢
働
政
策

を
實
行
ず
る
事
に
依

っ
て
、
肚
曾
主
義

の
病
源
セ
苅
除

せ
ん
ε
欲
し
、
藪

に
大
規
模
な
強
制
勢
働
保
険
制
度
を

案
出
し
陀
の
で
あ

っ
馬

天

八

一
年
ウ
寛

;

ム

毛
帯
が
議
曾
に
與

へ
た
彼
の
有
名
な
詔
勅

こ
そ
は
、
正

第

十

七
巻

(第

一二
號

一
=
二
八
)

而閂
冊
H
O

し
く
此
の
國
文
勢
働
保
険
の
開
幕
を
駕
す
も
の
で
、
..一

八
八
三
年

に
は
先
づ
疾
病
保
険
法
が
公
布
せ
ら
れ
、
翌

年
に
は
災
厄
保
険
法
が
制
定

せ
ら
れ
、
.更
に

「
八
八
九

年
に
は
老
癈
保
険
法
が
議
會
を
通
過
し
た
。
其
の
後
是

等
の
.法
律
は
微
次
の
改
正
増
補
を
経
、

↓
九
.
「
一
年
に

至
っ
て
帝
国
保
険
法

(南
oド
冴
く
o匪
oプ
o把
昌
四
切o
己
⇒
口
臥
鵬
)

に
依
り
統

↓
整
理
せ
ら
れ
て
、
藪
に
渾
然
だ
る

　
大
勢

働
保
険
制
度
の
確
立
を
見
る
に
至

っ
た
の
で
あ
.る
。
乍

併
斯
か
る
偉
大
な
る
新
事
業

も
畢
竟
ビ
ス
マ
ー
ク
が
特

凹

に
擡
頭
せ
ん
ε
.す
る
反
帝
國
主
義

の
思
潮

に
.封
慮

せ
ん

が
爲
め
に
執

っ
た
所
の
恩
恵
的
懐
柔
策
の
現
は
れ
に
外

な
ら
な
い
の
で
、
從
て
其
の
内
容
に
種
々
猷
黙
が
あ

っ

た
ば
か
り
で
な
く
、
之
れ
が
實
施
の
方
面
に
於
て
、
絶

え
ず
官
僚
的
な
支
配
ε
専
制
的
な

干

渉

ε

を
加
、へ
來

り
、
特

に
被
保
険
者
即
ち
勢
働
者

の
之
れ
に
罰
す

る
塗

輿
叉
は
協
力
ε
云
ふ
が
如
き
事
は
殆
ん
ご
之
れ
を
認
め

な
か

っ
た
爲
め
折
角
の
大
事
業
も
其

の
本
來
の
償
値
を

の

失
.堅

し
把
事
が
少
な

く
な
か

つ
泥

の
で
あ

る
。

コ

ラニ
勢
働
保
護
(≧

茎

聾
ω
。ぎ
琶

從
來
專
ら
勢
働
保
除

くを
目
標
ご
し
て
居
た
所

の
　獅
逸
の
肚
會
政
策
は

「
八
九
.

1)H.Hernker-DieArbeiterfrage,ZweiterBand.S.S.96-105.
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馬

0
年

代
に
入

っ
て
ぽ
勢
働
保
護
.の
事
業

に
共

の
針
路

を

向

(

る
に

至
う
だ
。
[足
れ
皇

帝
ウ
ヰ

ル

ヘ
ル
ム
二
世

が

從
來

兎
角

閑
却

せ
ら
れ
陀
肚
會

的
立
法

の
振
興

に
金
力

を
注

ぎ
、
特

に
夢
働
者
保
護
.溢

〔〉
「ぴ
Φ芽

室
oゴ
ニ
叶謬
oq。卑
N
)

の
完
成

を
以

て
時
代

の
使
命

こ
し
.
新

し
き
意
氣

ε
遠

大
な
抱
負

ご
を
以

て
、
欧
.洲

文
明
の
潮
流

に
漕
出

で
π

わ

る
に
職
歯

す

る
も

の
ε
云
は

ね
ば
な
ら

漁
。
抑

々
凋
逸

に
於

け
る
統

↓
的

の
弊
働
者

保
護

法
は

↓
八
六
九
年

の

北
凋
逸

聯
邦

の
瞥
業
條

例

(象

箋
の
「げ
Φ
o
a
奎
p
σq
)
を
疇

矢
.

ε
す

る
も

の
で
、
乏

れ
は

　
八
五

三
年

の
普
國

工
場

法

.

幻

を
綴
示
し
、
之
を
振
躾
し
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
未

だ
其

の
實
施
及
監
督
の
難

に
付
何
等
の
規
定
を
も
設
け

な
か

っ
定
爲
め
其
の
實
績
を
翠
ぐ
る
事
が
出
家
な
か

っ

た
。
所
が

一、八
七
八
年

に
至
り
、

「
面
法
律
の
適
用
範

園
を
振
張
し
、
叉
保
護
職
工

の
範
園
を
握
太

(
女
子
に

も
及
ぼ
す
)
す
る
ε
共

に
、
他
面
法
.律
實
施
の
爲
に
専

任
の
工
場
監
督
宿
を
貴

い
た
の
で
あ
る
が
、
當
時
ビ
ス

マ
ー
ク
は
所
謂
勢
働
保
護
に
謝
し
て
は

一
般

に
同
情
的

態
度
を
軌
ら
す
、
勢
働
保
護
法
の
制
定
は
工
業
主
の
利

益
を
害
す

る
ご
同
時
に
、
躰
働
者
に
も
不
利
益
を
齎
す

灘
、
鎌
.

濁
逸
に
於
け
ろ
労
働
立
法
の
張
達
.

-も
の
で
あ
る
ε
の
考
を
懐
き
專
ら
勢
働
保
険
.に
依

っ
て

肚
會
改
良

の
實
を
塞
げ
ん
こ
の
討
議
を
持

っ
て
居
た
矯

め
、
勢
.働
者
保
護
立
法
の
方
面
は
依
然
ご
し
て
振
は
な

.

か

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
共
の
後

一
入
九
〇
年
に
至

.

り
、
ビ
ス
マ
ー
ク
政
界
を
隙
退
し
ウ
ヰ
ル

ヘ
ル
ム
二
世

帝
位
に
即
く
や
、
藪

に
勢
働
者
保
護
法
の
上
に

一
新
紀

元
を
劃
す

る
事

ご
な

っ
た
。
即
ち
皇
帝
は
同
年
二
月
詔

、書
を
下
し
て
勢
働
者
保
護

に
關
す
る
国
際
會
議
の
開
設

ε
勢
働
者
保
護
法
の
改
正
ε
を
命
じ
、
藪
に
凋
逸
政
府

の
名
を
以
て
伯
林
に
国
際
會
議
を
開
き
、
勢
働
法
規
の

.

普
及
ご
實
施
に
關
す
る
澗
題
を
考
究
し
、
次
い
で
、
翌

年
六
月

↓
日
に
は
廣
汎
な
る
範
園
に
於
て
、
替
業
僚
例

　
を
改
正
修
補
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
法
律
は
其
の
後
数

次
の
改
正
を
脛

て
現
行
法
ご
な
り
、

一
九
〇
三
年
の
幼

者
保
護
法
(逐
民
Φ
窮
鳥
⊆
實
σq
o
し。Φ欝
)
{
相
併
ん
で
帝
国
勢

働
者
保
護
法
の
中
核
を
寫
す
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
乍

併
是
等
の
法
規
も
其

の
内
容
に
於
て
統

↓
聯
絡
.が
、散
け

て
居
り
、
被
傭
者
の
種
類
に
依

っ
て
非
常

に
懸
隔
の
あ

る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
居
る
ば
か
り
で
な
く
、
之
れ
が
.

施
行
に
付
て
も
戦
前
迄
は
勢
働
・者
の
参
與
ε
云

ふ
事
を

第
+
七
巻

(第
三
號

「
三
七
)

四
四

一
、

3)

の

5)

A.Sch断He-TheorieandPolitikderArbeiterschutzS,1.
輩 に工場 のみな ら『八 鑛山及石坑[こも適用 た及 ぼ し其 の他 危害豫 防、衛生綜 に付
て規.定な設 げた。

最低年 齢恥高 めて十三歳eL`從 來 は十二歳〕幼 少工 に.謝する補修戦盲の義務 炬規定
し最長:勢働 時間な幼年工`十 四歳一十 六歳)ば十 時間、女工 は十一時間 ざし徹

夜業 体 日算働な禁 止 し叉十八厳未満 の年少者な使用す る場 合にば、風紀衛生に關
す ろ特別規 定の適 用か畏 くべ き もの こ.しブこ。.
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曽

雑

録

猫
逸
に
於
け
る
労
働
立
法
の
獲
達

認

め
す
其

の
貴
地
機
關
就
中

工
場
監
督
官

の
補
助
機
闘

を
勢
働
者
中
よ
り
任
用
す
る
に
付
て
も
非
常

の
長
日
月

を
費
し
た
の
で
め
る
。

ラ筆
勢
働
協
約
(同
国
ユ
守
旧
箒

αq
)

戦
前

に
於
け
る
濁
逸
の

祉
會
政
策
が
勢
働
者
の
協
力
ε
云
ふ
事
を
認
め
な
か
っ

た
事
例
は
、嘲
彼
の
勢
働
協
約
運
動
に
就
て
も
之
を
見
る

事
が
出
家
る
。
抑

々
欝
働
協
約
主
義
の
精

沸
は
凡
て
の

勢
働
者
は
脛
濟
的
勢
働
條
件
に
共
通
の
利
害
關
係
を
持

つ
も
の
で
め
る
か
ら
、
之
れ
が
決
定
は

【
個
人
に

】
任

す

べ
き
で
は
な
い
、
宜
し
く
團
禮
的

に
協

定
す

べ
き
も

ロ

」の
で
あ
る
ε
云
ふ
に
在
る
。
元
来
猫
逸

に
於
け
る
勢
働
、

組
合
は
久
し
一
真
の
法
律
及
行
政
に
依

っ
て
人
な
る
墜

旭
を
蒙
b
、
之
れ
が
爲
所
謂
勢
働
協
約
ま
義

の
獲
達
を

大
に
妨
げ
果
圃
内

の
勢
働
連
動
を
し
て
署
し
く
政
治
的

.

色
彩
を
帯
ば
し
め
た
の
で
あ
る
ρ
既

に

一
八
九

一
年
管

業
糠
例
の
.改
正
に
依

っ
て
産
業
上
の
團
結
に
剴
す
燭
難

き

止
事
項
及
之
れ
に
關
す
る
罰
則
は
廃
止
せ
ら
れ
た
が
未

の

.

だ
街
同
僚
例
第
百
五
十

三
條
の
規
定
め
る
が
矯
め
所
謂

、團
結
権

(因
舞
ま
。自
尊
Φ6げ
こ

な
る
も
の
は
畢
竟
有
名
無

實
で
あ
っ
た
。
而
も
政
府
は
其
反
面
に
於
て
雇
主
組
合

第
十
七
巻

〔第

三
號

=
二
八
)

四
四

ニ

イ
ソ
ド
ウ

に
謝
し
て
は
種
々
の
便
宜
を
與

へ
た
の
で
、
所
謂
産
業

ス
ト

ワ
　

ヘ
ル

界
の
覇
王
等
は
脅
迫
叉
は
工
場
閉
鎖
等
の

手

段
置

依

り
、
凡
ゆ
る
肚
會
上
の
専
制
椹
を
振
舞
ひ
、
勢
働
協
約

主
義
て
ふ
近
代
的
精
神
に
強
く
野
抗
し
來

つ
た
の
で
あ

る
。然

る
に
大
戦
の
未
だ
終
熄
し
な
い
前

に
、
早
(
も
猫

逸
の
砒
會
政
策
に
は

一
の
攣
化
を
来
し
た
。
欧
洲
の
風

雲

一
度
急
を
告

ぐ
る
や
、
帝
国
に
於
け
る
幾
萬
の
勢
働

者
は
干
戈
を
軌

っ
て
獄
身
的
に
組
國

の
爲
め
に
奮
岡
し

た
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
が
爲
め
夢
働
者
の
肚
會
的
地
位

は
大
い
に
認
め
ら
れ
、
又
彼
等
自
身
も
之
れ
に
依

っ
て
、

國
家
の
有
力
な
構
成
分
子

ご
し
て
共

同
生
活
の
決
定
に

塗
輿
ず

べ
き
も
の
な
り
だ
の
自
畳
心
を
起

し
た
の
で
あ

る
。
斯
く
し
て
勢
働
者
の
團
結
も
次
第
に
共
の
制
限
を

解
か
る

・
に
至
り
、
今
や
勢
働
組
合
は
経
済
生
活
肚
會

生
活

に
必
要
.不
可
歓
の
も
の
で
あ
b
、
其

の
職
能
は
破

壊
的
に
非

す

し

て
建
設
的
な
る
事
が

一
般
に
認
め
ら

れ
、
弦
に
政
府
も
軍
閥
も
勢
働
組
合
を
重
要
視
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
ε
な
b
、
彼
の
螢
業
條
例
第
百
五
十
三
條

の
規
定
も
自
ら
廃
止
せ
.ら

る
、
に
至

つ
セ
ー
其

の

後
間

6)一 九Q五 年 十 月 十 四 日、 一 九 〇 七年 一 月七 日、 同年 三 月 三十 日、同年 六 月≡ 十 九

日、 一 九 〇入 手 † 二 月二 † 八 日、一 九一 一 年 十 二 月二 一卜七 日、一 九一 八 年 二 月二
十二 日、 一九ニ 一 年 六 月 十 二 日の 倉 法 律 に依 り改正 堆 補 ぜ らろ。
H.Si1コzbeiIncr-Gew弓rbegeric耳t,IQJa玩g.Sp.395.7)
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も
な
く
勢
働
組
合

`
庵
主
側
の
大
聯
合
團
膿
ε
の
問
に

も
雫
和
裡

し
一
の
協
定
が
成
立
し
、
か
く
て
総
て
の
勢
働

條
件
は
爾
後
勢
働
組
合
ご
の
圓
満
な
る
協
約
に
依

っ
て

定
め
ら
れ
る
事
ε
な

つ
だ
の
で
あ
る
。
此
の
所
謂
労
働

協
約
主
義

の
認
め
ら
れ

π
事
は
、
即
ち
被
傭
者
の
地
位

が
琶
態
を
脱
し
て
企
業
者
の
地
位
ε
劃
等
に
写

っ
た
事

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
其
は
亦
正
し
く
新
労
働
法
規
獲

達

の
出
獲
黙
を
な
し
た
の
も
ご
観
る
事
が
出
来
る
。
構

文
載
時
中
施
行
ざ
れ
た
岨
國
奉
仕
義
務
法

(
雷
霧
島
讐
簿

の

ロ

㈹
。。・貯

)
,
は
六
十
歳
未
満
の
総
て
の
男
子
に
謝

し

て
強

制
勢
働
を
課
一
た
反
面
に
於
て
五
十
名

"
上

の
被
傭
者

ペ
ト
リ
　
グ

を
有
す

る
纒
讐

に
は
勢
働
・者

婁
員
會

(〉
ま
Φ
一定
「き
臣
∩
げ

自
己

を
設
け
し

め
、
之
れ

に
射

し
て

↓
定

の
権
能

を
賦

の

興
し
把
-
是
れ
即
ち
彼

の
纏
縫

評
議
會
な
る
も
の

、
濫

觴
で
あ
る
。
.

斯
く
の
如
く
に
し
て
勢
働
者
は
最
早
國
家

の
恩
恵
的

な
幅
利
事
業

の
み
に
で
は
満
足
ぜ
す
、
自
ら
進

ん
で
個

人
的
叉
は
團
膿
的

に
、
歌
治
上
経
済
上
將
た
叉
肚
會
土

に
於
け
る
参
與
権
を
要
求
す
る
票
ε
な
b
、
輿
論
も
亦

漸

次
之
を
是
認
す

る
に
至

っ
た
の
で
あ

っ
て
、
此
の
意

雑

録

濁
逸
に
於
け
る
労
働
立
法
の
獲
達

味
に
於
て
凋
逸

の
勢
働
立
法

に
は
革
命
前

か
ら
既
に
新

し
い
精
神
、
新
し

い
思
想
が
崩
し
て
居
だ
ε
云
ふ
事
が

出
来

る
。

-

二

親
凋
逸

の
勢
働
立
法

ラ

.

一肚會的革命ε新肚會政策一九「八年十　月九日の濫會的革命に於て螢働窯の首領が新共和国の政灌を掌握するや、彼等は先づ勢働者より権利の.牛等を奪ぷ所の種々の制限を撤廃し把。更に十↓月十二日の国民受任官(<○=畠げ畠亀詩話σq[窪)の宣言は集會及結　肛の自由に封ずる制限を撤去し、軍需動員注に依る種々の負据を免除し、又産業争議の爲めに調停委員を設け、農業勢働者及僕娩の利益に反する凡ての特別法を廉止し、工業勢働者に謝して入時間制を布き、其の他漉當なる勢働紹介制度を設け、失業救済方法を講じ、二十歳以上の総ての男女に謝し雫

お

等

、
直
接

且
無
記
名

の
普

遍
選
翠
権

を
與

へ
だ
、

.
斯

く
の
如
く
革

命
は
從
來

の
肚
會

政
策

に
根
本
的
改

革
を
促

し
陀
ば

か
り

で
な

く
、
勢
働

法
制

の
上

に
も

「

大
飛
躍
を
恋

し
、
勢
働

組
織

(〉
ま
①誌
く
臼
ぴ
・…
⊆昌
びq
)
の

第
+
七
巻

(第
三
號

=
二
九
)

四
四
三

一 九 一 八 年 五 月 二 十 二 日 法 律(鼠.G.B1.S.423)にP,腰 上 。10)

11)VereiubarungzwiscbendenA

frenderArbeitnehmer.「bettgebe「verbandenanddenGewe「ksch律

i轣轆難轟懸韓藩,灘 囎 灘・、　、拾
EinstellungandEntlassungvonArbeiternandAngestellten.[2.Februar,1920.
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薙

錬

濁
逸
に
.於
け
蕊
労
働
立
法
の
獲
達

新
形
式
を
完
成

せ
し
む
る
に
至

っ
た
。
即
ち
革
命
後
獲

.

布
せ
ら
れ
た
多
く
の
勢
働
法
規
は
、
企
業
者

の
優
勢
に

.封
.す
る
.勢
働
者

の
恩
恵
的
保
護

ご
云
ふ
醤
來
の
思
想
よ

ザ
も
、
寧
ろ
産
業
目
的
達
成
の
爲
め
に
す
る
被
傭
酒

の

意
識
的
協
力
.ε
云
ふ
事
を
根
本
思
想

こ
し
、
勢
働
者
も

企
業
者

ε
同
じ
く
生
産

の
参
加
者
、
負
捨
者
ご
し
て
経

済
的
肚
會
的
方
面
に
共
同
決
定
権
(ン津
げ
象

冒
白
目
げq
皿話
.
.

9
こ
を
持

つ
べ
き
で
あ
る
ε
の
見
地

に
立
.っ
も
の
で
あ

る
。
.彼

の
経
管
.評
議
會
法
の
如

き
は
其

の
代
表
的

の
も

の

の
で
あ

る
。
エ

彼

の

】
.九

　
九
年

三
月
二
十

三
日

に
公
布

せ
ら

れ

た

肚
會

化
法

(Qα
o
蝕
国
一匠
卑
毒
げq
切αq
醗
酵
N)
は
社
倉
民
主

黙

の

.勢
働
政

策

の
大
原

則
を
定

め
た
も

の
で
、
正

に
今
次

のお

革

命

の

マ
グ

売

力

川

タ

ε

も

稠

す

べ
き

も

の

で

あ

る

-

其

の

第

一
條

に

ば

次

の
如

く

云

っ

て

居

る
。

「
総
て

の
濁
進
入
ぱ
其
の
個
人
的
自
由

な
妨
げ
ら
れ
ざ

ろ
限
り
公
共
の

幅
利
の
要
求
す

ろ
所

に
從
ひ
其
め
精
脚
的
力
灰
陶
瞳
的
力

を
活
用
す
べ
き

「道
徳
的
義
務
為
脊
す
。

.

労
働
力

は
最
高

の
経
済
財

曾
o
暮
雪
留

三

「窃
。
臣

節
一号
翫

9
己

ぜ

し
て
国
家

の
特
別

り
保
護
の
下
に
立
づ
、
凡
て
の
濁
逸
人
ぱ
経
.濟
的
勢
働

(凹く
津

円
匡
匿
包
写
霰

諺
「び
Φ一¢
に
依
り
て
其
の
生
計

な
螢
む

卿
グ
剛
、譜
制
卜
為

第
・†
七
巻

(第
三
號

・一
.四

Q
)
.
四
四
四

輿
へ
ら
べ
ろ
き
も
¢
書
ず
、
適
徴
な
ろ
勢
働
の
槻
會

(ン
吐げ
①写
のσqΦげ
σq①コ

プ
①ご

な
興
へ
ち
れ
ぎ
る
も
の
に
謝
し
て
匡
生
計
な
保
障
す
、
詳
細
な
る

規
定
ほ
特
別
な
る
國
の
法
律
に
依
り
之
ん
定
む
」

即

ち
其

の
内
容
は
①

労
働
義

務
②
勢
働
保
護
㈲

労
働

椹

㈹
失
職

者
生
存

保
障

の
四
よ
り
成

っ
て
居

る
。
彼

の

新

憲
法
第

百
五
十
七
條

及
第
百
六
十

…二
條
は
肚

曾
比

の

規
定

を
其

の
鰹

に
取

入
れ
た

の
で
あ

る
。

　二
新

猫
逸

の
勢
働

立
法

新

濁
逸

に
於
け

る
勢
働
渋

く

じ
制
の
棋
本

原
埋

炭
目
的
は

↓
九

一
八
年
九
月
十

一
日

に

公
布

せ
ら
れ

た
耐
曾
的

憲
法

に
最

も
明
確

に
示

さ
れ
て

居

る
。
帥

ち
「
輕
濟
生

活
」
〔o
霧

≦

『再

訂
室

。σ
窪

)
な

る
條

下

(
「
五

一
條
-

二

八
五
條

)
に
次

の
如

く
規

定
し

て
居

る
。

「経
糖
生
活
の
秩
序
ぱ
各
人
為
し
て
人
間
相
宿
の
生
活
な
警
ま
し
む
う

な
目
的
ざ
し
正
義
の
原
則
に
適
合
す
る
こ
ぞ㌔な
要
す
、
皆
人
の
経
済
上
の

白
田
は
此
の
限
界
内
に
於
て
保
謹
ぜ
ら
ゐ
(
一
五
一
V

ア

ル
バ
イ
ツ
ク

ラ
ノ
ト

勢

.働

力

ば
國

の
特
別
な
る
保
護
の
下

に
立

つ
國
ば
統

一
的
の
勢

一
鍵

葎

皇

五
七
・

労
働

條
件
瓦
経
臍
繰
件

の
維
持
及
改
善
の
爲

め
に
す

ろ
結
肚
(
く
臼
①
一己
四

白
品
)

は
何
人
に
封
し
て
も

叉
如
何
な
る
職
業

に
封
し
て
も
其
の
自
由

為

保
障
す
、
此
の
自
由

た
制
限
し
叉
に
妨
害

ぜ
ん

ε
す
み
約
定
及
慮
慌

ば
凡
.

て
無
効
且
癌
法
な

み
も
.の
ミ
ず
二

五
九
)

,

1甥)臨留畷 器 も謙翻 雛'餌 鵠麟2f鶴醗 儲 罵 島
192i.23Nov.IgI8,〔二)VerordnungほberErwerbslosepfursorge・[,Nov・

15)
1・講 難 壁…濡 壷聾購 婆票1輔 鮒 度錦



趾
に
世
界
a
全
勢
跡
階
級

拙
し
て
最
少
限
度

の

一
般
壮
宙
釣
灌
利

〔p
昌

よ

㌧

成

る

勢

働

法

規

統

」

委

員

會

を

設

置

し

、

ジ
.
1

7

鮪
o
日
。
冨

切
罫

民

o
・。言

p
・。且

。.
・,。
.芭

亀
コ
、"
。6
鐸
⑦
)
為
確
保
す
ろ
目
的

ア

ル

ト

(
鱒
Φ
蹄

畔
『
)
を

委

員

長

ε

し

て

、
統

一
的

勢

働

法

旭鞍
鱒

鎌

羅
離
離
騒

無

知雛

経

典
璽

塗

箸
手
妻

蒔
・
藁

・
バ
・

出
.
ル
葛

宥
巽
)
は
法
典

制
定

の
趣
旨
を
中

外
に
聲

明
し
、

.

ろ
爲
じ
活
用
す
べ
音
道
徳
上
の
義
務
耐
貢
ふ
-
但
し
人
身
の
自
由
存
妨
げ
.

実

総
て
の
濁
逸
人
民
に
其
の
経
濟
的
活
動
に
依
り
其
の
生
活
資
料
な
求
・
前

記
憲

法
に
も
右
の
方
針
を
宣

言
し
、
之
れ
を
以

て
　御

む
ろ
事
触
得
べ
春
棚
倉
々
興
へ
ら
る
べ
し
、
通
常
な
ゐ
募
働
の
機
會
な
興

逸

今
後

に
於

け

る
立
法
者

の
二

大
義

務

`
し
た
。
今
其

へ
ら
れ
ざ
う
も
の
匡
毀
し
て
に
必
要
な
ろ
生
活
費
か
支
給
す
、
詳
細
11
特

の
計
董

の
大
髄

を
観

る
に
、

こ
は
肚

曾
保
険

法
及
官
吏

・別
な
る
國
の
法
律
に
依
り
之
な
定
む
(
]
六
三
ご

法
を
除
く

↓
切

の
工
業

勢
働

法
規
は

勿
論

、
鑛

業

、
農

饗

し
て
正
義
の
原
則
、
鶴

力
の
統

扇

保
護
、
結

業
・
海
運
業
・
漁
華

の
産
業
勢
働
法
規
を
も
牧
害
し

肚
の
自
由
及
生
存
灌
の
保
障
は
藪

に
初
め
て
、
法
律
上
≒
て
、
沓
種
の
産
業
、
各
種
の
従
業
者
に
共
通
な
劃

一
的

の
保
護
を
得

た
の
で
あ
る
。

法
規

ε
な
さ
ん
ご
す
る
も
の
で
、
而
も
…単
な

る
在
來
諸

.qD
統

　
的
勢
働
法
典

猫
逸

に
て
は
前
述

の
如

く
雇
↑
法
規
の
整
理
統

「
に
非
す
し
て
、
新
血
會
の
要
求
ご
時

旙
契
約
及
勢
働
保
護
に
關
す

る
規
定
は
既
に
久
し
き
以
　
代
精

碑
ご
に
順
慮
し
て
産
業
民
主
制

を
確
立
す

る
に
足

前
よ
り
存
立
し
て
居
る
が
、
而
も
是
等
の
も
の
は
数
十
.

る
根
本
的
改
造
を
目
標

`
す

る
も
の
で
あ
る
。
現
に
委

種

の
法
律
命
令
中
に
分
散

し
、
頗

る
錯
綜
を
極
め
、
其
.
長
倉

の
起
草

し
た
各
種
の
法
案
、
例
之
、
勢
働
協
約
、

の
問
統

↓
聯
絡
ケ
失
ふ
の
歌
態

に
あ

っ
た

の

み

な

ら

家
庭
業
務
、
自
宅
勢
働
、
勢
移
審
判
所
等
に
聞
す

る
決

す
、
未
だ
新
嬰
働
立
法
の
見
地

よ
り
綜
合
せ
ら
れ
る
事

案
虹
に
政
府

の
起
草
し
た
産
業
調
停
仲
裁
法
案
、
職
業

な
く
、
其
の
内
容

に
も
不
備
の
黙
が
多

々
み
つ
だ
。
藪

法
案
等

に
は
今
後
貴
現
せ
ら

る
べ
き
統

　
の
黙
が
考
慮

に
於
て
か
政
府
は

一
丸

「
九
年
三
月
に
帝
国
勢
働
省
を

せ
ら
れ
て
居
物
、
叉
雇
主
及
努
働
者

の
平
等
代
表
、
両

設
け
一
同
年
五
月

に
は
省
内
に
勢
資
両
階
級
の
代
表
者

.
者
の
協
同
ε
云
ふ
精
神
が
明
か
に
看
取
せ
ら
れ
る
。

難

銀

燭
逸
に
於
げ
ろ
労
働
立
法
の
獲
達

第
十
七
巻

(第
三
號

繭
四
;

四
四
五

0

」



弔

雑

録
.

珊
逸
に
於
げ
庖
労
働
立
法
の
機
蓬

ロ
経

管
評
議

會
法

凋
逸

に
於

て
革
命
後
制
定

せ
ら

くれ
だ
諸
多

の
勢
働

法

規
中
景

も
注
意

す

べ
き
も
の
は

、

　
九

二
〇
年

二
月
四

日
の
維
瞥

評
議

會
注

(守

区
。
σ・・蜂

ω
σq
霧
簿
N
)
で
あ
る
。
其

の
根
本
精
棘

は

「
弊

働
者
は
勢

働
者

た

る
ご
共

に
生
産
者

で
あ
る
」

e

澱

≧

σ
卑
臼

蜂

巳
。洋

昌
母

〉
叶げ
蹄

窪
、
ψo
乱
⇔ヨ

磐
鼻

嘆
o
曾
N窪

窪
こ

ざ
の
思
想

に
基

き
、
彼

等
を

し
て
経
瞥
管

理
上

に
於

け
る
決
定
権

を
獲

得

せ
し
め
、
企
業
者

ε
同

一
條

件

の
下

畑
、
均

し
く
経

管
目
的

の
遂
行
に
参

興
せ

し
め

ん
ざ
す

る
も

の
で
め

る
。
即
ち
此

の
制

度
は
企
業

者

ご

勢
働

者

ご
の
利
益

の
樹

立
性

〔爵

σq
o自
陣
N浮
穿
。
ご

を

前
提

ε
す

る
事

な

く
、

両
者

の
包

括
的

な
る

協

同
性

(
Ω
①
日
o
ぎ
鷲
富
津
浮
罫
。ε

を
基

調

ε
す

る
も

の
で
、
恐

ら
ぐ
は
現
今
世
界

の
有
す

る
最
も
進

歩

し
た
形
の
勢
資

協

調
制
度

ε
観

る

べ
き
で
あ
ら

う
。

、凋
逸

の
脛
螢

評
議
會

制
度
が
、
今
後
勢
働

法
制

史
上

に
於

て
重
要
な

る
地
位

を
奥

へ
ら

る

べ
き
所

以
は

、
其

が
議
會

裁
割
所
等

ε
同
じ
く
、
憲
法

上
の

一
機
關

把
る

黙

に
存

す

る
、
即

ち
憲

法
第
百
六
十

五
條

は
次
の
様

な

規
定
を
設
妙
.て
居

る
。

第
十
七
巻

(第

三
號

}
四
二
)

四
四
六

「
労
働
者
及
被
傭
者
に
企
業
者

芒
同
等
の
権
利
心
以
て
相
共
同
し
て
賃
.

企
及
一労
働
條
件
の
決
定
並

に
生
産
力
03
'金
舞

的
験
へ達
に
参
阻
↓す
。へ
・曹
も

の
こ
す
、
裏
方
の
團
結
反
共
の
協
定
ば
承
認
ぜ
ら
ろ
。

労
働
者
及
被
傭
者
ば
其
の
肚
會
上
及
縄
濟
上
の
利
益
た
擁
護
す
る
病
め

経
管
野
働
者
評
議
會

㊧
Φ三
①げし・鬻
げ
o一[臼
「黛
①)
.地
方
勢
働
者
評
議
會

e
印Nマ
ゲ
胃
↓リΦ闘冨
「a
冨
)及
金
園
勢
働
者
評
議
會
(冗
Φ一∩訂
自
げ
①津
9
毎
¢

々
以
て
其
の
法
律
上
の
代
表
機
關
こ
す
」o

纒
踏
評
議
會

法
は
右

の
法
條

に
基

い
て
獲
布

せ
ら

れ

把
も

の
で
あ

る
。
而

し
て
其

の
趣
旨

こ
す

る
所
は

、
二

十
人
以
上

の
従
業

者
を
有
す

る
纒
管

に
は
、
勢
働
者

、

被
傭
者

の
評
議
會
を
強
制
的

に
設
置

せ
し

め
之
れ
を

し

て
企
業
者

に
謝

し
被
傭
者

(俸
給
被

傭
者

及
賃
金
勢
働

者

)
の
共

同
の
経

済
的

利
益
を
擁
護

せ
し
む

る
ご
同
時

に
、
企
業
者
を
援
助

し

て
脛
楼
目

的
を
實

現

せ
し

め
ん

こ
す

る
も

の
で
あ

る
、

二

)
、
即
ち

評
議

會
は
軍

に
被

傭

者

の
共

同
利
益

を
擁

護
す

る

〔&
Φ
乏

"耳
弓
筈
巳
巨
㈹

α
巽

急
諄
い∩ゴ
卑
壁
8
げ
2

一臣
o
「○しりし・g

ユ
9

>
吾
o一げ
o
『
日
興

降
口
》
「げ
舞
σq
ゆ冨
「
の
Φ
びq
Φ
巳
げ
m↓

の
み
な
ら
す

、
纏

懸

目
的
實
現

の
薦

め
に
企
業
者

を
援
助

し

(臼
。
q
葺
臼
の侮

言
琶
αq
紆
「
〉
ひ
Φ
闘仲σq
oび
o
あ

一昌
牙
「
目
盛

一一8
びq
O
o
「
ご6
0
什

.

昏

σ
ψN
蓄

。
冨
)
、

當
該

事
業

最
高

の
護
蓮

ε
生
産

よ
の

■



最
大
の
効
果
を
得

る
事
に
努

む

べ
き
も
の
で
あ
る

(⊥
八

六
、

一
號
)。

依
是
観
之
、
経
管
評
議
會
は
疲
弊
せ
る
戦
後
の
経
済

生
活
を
露
生
す
る
に
最
も
有
効
な
施
設
で
あ
る
ご
云
ふ

べ
き
で
あ
㌔
.

碓
氷
企
業
者
は
共
利
益
を
代
表
す

る
法
令
上
の
機
關

例
之
翫
有
業
會
議
所
、
工
業
會
議
所
、
手
工
業
省
議
所
農

業
會
議
所
の
如
き
も
の
を
有
し
て
居
た
が
、
勢
働
者
は

之
れ
に
謝
す
る
利
益
代
表
機
關
を
有
し
て
居
な
か
っ
た

の
で
め
石
。
然
る
に
今
や
彼
等
は
法
律
上
保
護
せ
ら
れ
.

把
所
の
代
表
機
關
π
る
経
管
評
議
會
を
有
す

る
に
至
づ

だ
ば
か
り
で
な
く
、
憲
法
は
又
地
方
弊
働
者
評
議
曾
及

全
国
労
働
者
評
議
會
を
置
く

べ
き
事
を
規
定
し
、
更
に

叉

∵
般
経
済
問
題
の
慮
理
に
参
奥
せ
し
の
、
肚
曾
化
立

法
の
貴
地
に
協
力
せ
し
め
る
爲

め
雇
主
及
被
傭
者
双
方
・

の
代
表
者
よ
ゲ
成

る
所
の
地
方
経
済
評
議
會

(bゴ
・
葺
訂

鼠
『野
『
暮
畦
理
Φ
)
及
全
國
経
済
評
議
會
(丙
。
套

ω蔑
彦
9

.

ρ
蔚
智
ご

を
設
く

べ
ぎ
事
を
規
定
し

て
居

を
。
二

山
八

五
、
.一二
)
右
の
中

全
國
経
済
評
議
會
な
う
も
の
は
、
議

會
に
謝
し
で
第
二
院
ε
も
云
ふ
べ
き
重
要
な
憲
法
上
の

,
、

雑

録

蜀
逸
に
於
け
ろ
労
働
立
法
の
登
達

地
位
を
有
し
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
即
ち
勢
働

者
評
議
會
の
組
織
を
前
提
こ
し
て
成
立
す

る
。
此
の
意

味
に
於
て
猫
逸
の
勢
働
者
は
普
通
濃
墨
に
依
る
政
治
的

塗
輿
椹
の
外
に
本
法
に
依

っ
て
別
に
経
済
上
及
肚
曾
上

の
参
興
権
セ
賦
興
せ
ら
れ
π
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
乍

俳
以
上
の
協
議
會
制
度
中
現
に
實
施
せ
ら
れ
た
.も
の
は

最
初
の
経
管
評
議
會

の
み
で
、
全
國
[経
済
評
議
.會
に
付

.

て
は
臨
時
全
国
経
済
評
議
會
を
設
け
て
-
當
分

の
間
緊
　

異

な

る

経
済
的
任
務
の

遂
行

に
當
ら
し
め
る
ご
同
時

に
、
評
議
曾
自
艦

に
關
す
る
法
律
の
作
成

に
協
力
せ
し

め
る
争
窪
し
た
。

要
之
、
腰
替
評
議
會
な
る
も
の
は
最

も
有
意
義
な
勢

ゴ

ニ
シ
ア
チ

　
フ

資
協
調
制
度
で
あ

っ
て
、
其
は

「
面
雇
主
の
獲
案
擢
及

管
理
権
を
阻
害
す

る
事
な
く
し
て
最
大
の
生
産
力
を
獲

ア
ル
バ
イ

ヅ

撮
せ
し
め
得

る
ε
同
時
に
、
他
面
勢
働
者
を
し
て
勢
働

フ
ロ
イ

の
喜
悦
を
昧
は
し
め
以
て
彼

等
を
し
て
産
業
纒
瞥

に
於

け
る
眞

の
協
力
者

淀
る
の
實
を
擧
げ
し
む
る
も
の
で
あ

る
㎝
此
の
意
味
に
於
て
濁
逸

の
評
議
會
法
は
世
界

の
勢

働
法
制
上
に
於
て
正
し
く

【
新
機
軸
を
出
し
π
も
の
雌

云
ふ
事
が
出
來
る
。

第
+
七
巻

(第
三
號

{
四
三
)

四
四
七

17)
18)

19)
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`

難

繰

纒
済
畢
史
上
の
ベ
ツ
カ
リ
ア

　m
保
険
法
制

令
や
濁
逸
の
肚
禽
的
立
法
に
萌

し
つ

、
あ
る
新
糟
…棘
は
、
保
険
法
制
の
改
…艮
を
も
促
さ
な
け

れ
ば
己
ま
漁
。
現

に
憲
法
第
二
+

「
條
も
.
「
健
康
及
勢

働
能
力
を
維
持
し
産
婦
.を
保
護
し
蚊
に
年
齢
、
病
弱
及

生
活
の
攣
化
に
基

く
脛
濟
上
・の

結
果
を
防
護
す

る

矯

め
、
総
括
的
の
保
険
…制
度
を
設
く

べ
く
、
宜
ハは
、被
保
険

者
を
し
て
之
れ
に
参
興
し
叉
之
れ
を
支
配
す
る
力
を
有
.

せ
し
む

べ
き
事
」
を
明
盲
し
て
居

る
。
現
下
猫
逸
の
憂

ふ
べ
き
財
政
経
済
状
態
は
之
れ
が
完
全
な
る
貴
行
に
相

當
.の
障
礙
を
駕
す
を
免
れ
な
い
が
、
其

の
改
正
に
付

い

て
は
少
く
ご
も
現
在
各
.方
面
に
分
散

し
て
居
る
総
て
の

保
険
を
統

「
調
和
し
、
共
の
皆
施

に
付
き
官
僚
的
空
気

を

一
掃
し
南
之
れ
に
封
ず
る
官
憲
の
支
配
を
塵
し
て
、

專
ら
自
治
主
義
.に
依
り
被
保
険
者
に
人
な
る
統
制
力
を

持

脅
し
む
る
事
が
其
の
中
心
目
的
ざ
な

っ
て
居
る
。

第
十
七
巻

(第

三
號

一
四
四
)

四
四
八

も
・の

で
あ

る
。
而

も
眞

に
肚

曾
改
頁

の
實

を
擧
げ

ん
ε

、
せ
ば

、
軍

に
法
規

の
崇
備

の
み
を

以

て
満

足
す

る
を
得

な

い
、
實

に

7
ー

ス
氏

の
云
ふ
如

く
、

「
両
統

…
完
備

せ
る
有
能

な
執
行
擬
闘

の
活
動

ε
他

面
轍

養
あ
b
實
力

.

あ

る
勢
働
者
團
艦

の
協

力

に
俵

っ
て
、
法

規

の
圓

滑
な

.

る
運
用

ご
實
施

ε
を
計
ら

ね
ば
な
ら

露
、
新

興
の
産
業

民
主

国
π

る
凋
逸

が
其

の
耐
　曾
的
法
制
中

に
含

ま

る

、

.

思
想
を
充

分
に
開
展

し
得

る
や
否
や
は
實

に
此
[の
両
者

を
有
数

に
利
用

し
得

る
や
否
や

に
繋

っ
て
居

る
の
で
あ
、

る
Q
(
】
二
、
七
、
一
八
禍
)

以
上
濁
逸

に
於
け
る
勢
働
立
法
獲
達
の
大
要
を
述

べ

た
が
、
斯
¢
の
如
く
勢
働
法
制
が
健
實
な
獲
蓮
を
遂
げ

得
た
の
は
、
畢
竟
良
く
組
織
せ
ら
れ
た
濁
通
弊
働
者
團

「

禮

の
不
断
の
努
力

ε
政
府
の
理
解
あ
る
助
力
ご
に
因
る

20)DrFuhs-DeutscheSozialgesetzgebung .(記 會 政 策 時 報 第 三 十 五 號)


